
おーっす、みんな元気かー︕
今⽇も満員御礼、ありがとな︕後ろの⽅、⾒えてるかー︖⼤丈夫かー︖よし、じゃあ始めっか︕

さて、今⽇のテーマは…（ホワイトボードにデカデカと「ハイデガー『プラトンの真理論』」と書く）…これだ︕

「うわ、出た…」「呪⽂かな︖」「帰っていいすか︖」って顔してるヤツがちらほらいるな。まあ待て。気持ちはわかる。ハイデガーだのプ
ラトンだの、名前を聞いただけでアレルギー反応起こすよな。わかるわかる。俺も⾼校んときはそうだった。「哲学なんて何の役に⽴つんだ
よ、腹の⾜しにもなんねえ」ってな。

でもな、これが⾯⽩いんだ。マジで。お前らが毎⽇触れてる「真実」とか「本当のこと」ってヤツの正体を、根っこからひっくり返すよう
な、とんでもねえ話なんだよ。

ちょっと想像してみてくれ。お前らが「これマジ︕」って信じてるニュース、「ガチで泣ける」って⾔ってる映画、なんなら「運命の⼈
だ︕」って思ってる彼⽒彼⼥。そのぜーんぶが、実は誰かが作ったしょーもない「影絵」に過ぎなかったとしたら、どうする︖

今⽇は、そんなお前らの常識をぶっ壊す、最⾼にスリリングな知的冒険に連れてってやる。シートベルトは締めなくていい。代わりに頭のネ
ジを⼀本、いや⼆、三本、思いっきり緩めとけ︕ついてこいよ︕

第１章︓俺たちはみんな「洞窟」の囚⼈だ︕

まず、このハイデガーっていうおっさんがメスを⼊れるのが、古代ギリシャの哲学者、プラトンだ。今から2400年くらい前の⼈だな。この
プラトンが『国家』っていう本の中で語った、超有名な「洞窟の⽐喩」って話から始めよう。

これ、聞いたことあるヤツいるか︖…まあ、いねえよな。⼤丈夫だ。今から俺が世界⼀わかりやすく説明してやる。

いいか、想像しろ。
⽣まれたときから、地下の暗ーい洞窟に⼿⾜と⾸を鎖でつながれて、⾝動き⼀つとれない囚⼈たちがいる。彼らは壁の⽅しか⾒ることができ
ない。⼀⽣、後ろを振り向けないんだ。

で、彼らの背後には、メラメラと燃える⽕がある。その⽕と囚⼈たちの間には⼀本の道があって、そこをいろんな⼈が、動物とか、道具と
か、いろんなモノの⼈形を持って通り過ぎていく。



どうなる︖ そう、その⼈形の「影」が、囚⼈たちの目の前の壁に映るわけだ。まるで影絵芝居だな。囚⼈たちは、⽣まれてからこの⽅、そ
の影しか⾒たことがない。後ろから声が聞こえてきても、その影が喋ってると信込んでる。

彼らにとっての「世界」とは、この壁に映る影のことなんだ。これが唯⼀の「真実」であり、「現実」なんだよ。

…さて、ここでだ。お前ら、笑ってる場合じゃねえぞ。プラトンもハイデガーも、こう⾔ってるんだ。「この哀れな囚⼈ってのは、まさに俺
たち⾃⾝のことなんだ」ってな。

え︖どういうことかって︖
考えてみろよ。お前らが毎⽇⾒てるテレビ、スマホの画⾯、SNSのタイムライン。そこに映し出されてるのは、何だ︖ 誰かが編集した
ニュース映像、加⼯されまくったアイドルの写真、「いいね︕」が欲しくて切り取られたキラキラした⽇常…。

それって、洞窟の壁に映る「影」と、何が違うんだ︖

俺たちは、誰かが作った「影」を⾒て、それが世界のすべてだと思い込んでるだけかもしれねえ。インフルエンサーが「これマジおすす
め︕」って⾔った商品を、疑いもせずにポチる。ネットニュースの⾒出しだけ⾒て、知った気になって誰かを叩く。それって、影が喋って
るって信じてる囚⼈と、本質的に同じじゃねえか︖

プラトンは⾔う。この洞窟の中こそが、我々の⽇常的な世界なんだ、と。恐ろしい話だろ︖

第２章︓洞窟からの脱出︕目覚めはいつも「痛い」

さあ、話はここからだ。
ある⽇、⼀⼈の囚⼈が、何かの間違いで鎖から解き放たれる。
彼は初めて後ろを振り向く。最初に目にするのは、メラメラ燃える⽕だ。今まで暗闇に慣れていた目には、その光はあまりにも眩しくて、痛
い。思わず目を背けちまう。

そして、今まで「本物」だと思ってた影が、実は誰かが運んでる⼈形の影だったってことを知る。混乱するよな。「え、俺が今まで⾒てた世
界は、全部ニセモノだったのか︕︖」って。

さらに、この囚⼈は無理やり洞窟の外、地上に引きずり出される。
地上には何がある︖ そう、太陽だ。



洞窟の中の⽕なんかとは⽐べ物にならない、強烈な光。囚⼈は目がくらんで、最初は何も⾒えない。痛くて痛くて、涙が⽌まらない。

でも、少しずつ目が慣れてくる。
最初は⽔⾯に映る影、次に夜空の星や⽉、そして、やがて本物の⽊や動物、⼈間たちの姿が⾒えるようになる。⾊鮮やかで、⽴体的で、洞窟
の影とは⽐べ物にならない、圧倒的なリアリティ。

そして最後には、この世界全体を照らし出し、すべてのものを存在させている根源、つまり「太陽」そのものを、彼は⾒ることができるよう
になるんだ。

彼は悟る。「ああ、これこそが本当の世界だったんだ。洞窟の中で⾒ていたものは、すべてこの本物の世界の、貧弱なコピー、影に過ぎな
かったんだ」と。

このプロセス、プラトンは「パイデイア（paideia）」と呼んだ。⽇本語に訳すと「教育」とか「陶冶（とうや）」だな。
いいか、ここメチャクチャ重要だぞ。プラトンにとって「教育」ってのは、空っぽの頭に知識を詰め込む作業じゃねえ。囚⼈が洞窟の壁から
太陽へと、その魂の向きを「グルっと180度、⽅向転換させること」なんだよ。

お前らが今やってる勉強も、本来はそうあるべきなんだ。単語を100個覚えるとか、公式を暗記するとか、そんなちっぽけな話じゃねえ。今
まで当たり前だと思ってた世界の“⾒⽅”を、根底から変えるための訓練なんだよ。影を⾒る⽣き⽅から、太陽を⾒る⽣き⽅への転換。それが
「学ぶ」ってことの本質だ。

第３章︓ハイデガー登場︕「真理」の概念にメスを⼊れる

さて、ここまでがプラトンの話だ。前菜は終わりだぜ。いよいよメインディッシュ、ハイデガーの登場だ。

ハイデガーっていう20世紀のドイツの哲学者は、このプラトンの「洞窟の⽐喩」を、⾍眼鏡どころか電⼦顕微鏡レベルで、メチャクチャし
つこく読み込んだ。そして、とんでもないことを発⾒しちまったんだ。

それは、「“真理”という⾔葉の意味が、このプラトンの話の中で、すり替えられている︕」ということだ。

は︖どういうこと︖って感じだよな。
いいか。プラトンが活躍するよりもっと前の古代ギリシャでは、「真理」を意味する⾔葉は「アレーテイア（Aletheia）」だった。（ホワ
イトボードに「Αλήθεια」と書く）。



この⾔葉、分解すると「a-letheia」となる。「a」は否定の接頭辞。「lethe」は「忘却」とか「隠れていること」を意味する。つまり、
「アレーテイア」の元々の意味は、「覆い隠されていないこと」「隠れから出てきていること」なんだ。

いいか、イメージしてくれ。
霧が晴れて、⼭の姿がパァーっと現れる瞬間。あるいは、⻑年探してたものが⾒つかった瞬間。「あ、そうか︕」って閃いた瞬間。そこに
あったのに⾒えてなかったものが、不意にその姿を現す。この「開かれてあること」「露わになること」こそが、古代ギリシャ⼈が感じてい
た「真理＝アレーテイア」の原体験なんだ。真理は、モノや世界の側で起こる出来事だったんだよ。

ところがだ。ハイデガーに⾔わせれば、プラトンはこの「アレーテイア」の意味を、こっそりと別のものに変えちまった。

囚⼈が洞窟から出て、太陽の光の下で本物の世界を⾒るよな。プラトンは、この「本物の世界」のことを「イデア（Idea）界」と呼んだ。
（ホワイトボードに「Ιδέα」と書く）。
イデアってのは、まあ、超ざっくり⾔うと「モノの原型」「完璧な設計図」みたいなもんだ。俺たちが⽇常で⾒てる個別の⽊や猫は不完全な
コピーで、天上の世界に「⽊のイデア」「猫のイデア」っていう完璧なホンモノが存在する、とプラトンは考えた。

そして、囚⼈、つまり我々⼈間が真理に到達するためには、この「イデア」を正しく⾒つめなきゃいけない、と⾔ったんだ。

ん︖なんか気づかねえか︖
そう、「正しく⾒る」ってところだ。
ここで「真理」の主体が、世界の側から、⼈間の側の「正しい認識」へとシフトしてんだよ。

ハイデガーは指摘する。プラトン以降、「真理」の意味は、「覆い隠されていないこと（アレーテイア）」から、「認識の正しさ（オルテー
ス / Orthotes）」、つまり「⼈間の考えと、対象（イデア）とが、⼀致していること」へと変わってしまった、と。

これ、わかるか︖ とんでもない⼤転換だぞ。
霧が晴れて⼭が⾒える、っていう世界の出来事だった真理が、「俺の頭の中にある⼭のイメージと、目の前にある⼭のイデアが合ってるか
な︖」っていう、答え合わせみたいな話になっちまったんだ。

真理は、もはや世界の神秘的な開⽰じゃなく、⼈間の知性が保証する「正確さ」になった。
この瞬間から、⻄洋哲学2000年の歴史が始まった、とハイデガーは⾔うんだ。真理の故郷は「世界」から「⼈間の理性」へと引っ越しち
まったんだよ。



第４章︓太陽の正体と「善のイデア」のヤバさ

じゃあ、なんでプラトンはそんなことをしたのか︖
その鍵を握るのが、洞窟の外で輝いていた「太陽」だ。

プラトンは、この太陽を「善のイデア」の⽐喩として語った。
「善のイデア」ってのは、イデアの中のイデア、キング・オブ・イデアだ。
太陽がなきゃ、地上のモノは⾒えないし、そもそも育たないよな。それと同じで、「善のイデア」は、他のすべてのイデアを照らし出し、
我々に認識させ、そして存在させる究極の根源なんだ。

ハイデガーはここに噛みつく。
この「善のイデア」こそが、「真理」を「正しさ」へと変えてしまった張本⼈だと。
なぜなら、この究極の「イデア」が、すべてのモノがどうあるべきかの「規範」であり、「基準」になってしまったからだ。

つまり、あるモノが「真」であるかどうかは、それが「善のイデア」という究極の基準にどれだけ合致しているか、どれだけ「正しい」かで
決まる、という構造が⽣まれてしまった。

こうして、「真理＝アレーテイア（覆い隠されていないこと）」は、「真理＝イデアへの⼀致（正しさ）」に従属させられることになった。
覆い隠されていないだけじゃダメなんだ。それが「正しい姿」として現れて初めて、「真理」として認められるようになったんだよ。

第５章︓なぜハイデガーはプラトンを批判するのか︖―存在忘却の時代

じゃあ、ハイデガーはなんでそんなにムキになって2400年も前のプラトンを批判するんだ︖
「真理がアレーテイアだろうが正しさだろうが、どっちでもよくね︖」って思うよな。

違うんだ。ハイデガーにとっては、これが死活問題だった。

彼が⽣きた20世紀は、どんな時代だった︖
科学技術が爆発的に進歩して、⼆つの世界⼤戦があって、世界がどんどん計算可能で、操作可能で、効率的なものになっていった時代だ。

ハイデガーは、その根っこに、プラトン以来の「真理＝正しさ」という考え⽅がある、と⾒抜いた。



「真理」が「正しさ」や「正確さ」であるならば、世界は⼈間の理性が計算し、コントロールできる対象になる。⾃然は、もはや神秘的な
「アレーテイア」の場ではなく、ただの資源として計算される。⼈間でさえ、労働⼒とか、統計上の数字として処理される。

そこでは、存在そのものの持つ、計り知れない豊かさや、神秘、不思議さが、全部忘れ去られちまう。ハイデガーはこれを「存在忘却
（Seinsvergessenheit）」と呼んだ。
俺たちは、「存在するモノ（Seiendes）」の計算や操作に夢中になるあまり、それらを存在させている「存在そのもの（Sein）」の神秘を
忘れてしまったんだ、と。

ハイデガーのプラトン批判は、単なる古典研究じゃねえ。
技術がすべてを⽀配し、あらゆるものが数値化され、効率化されていく現代⽂明全体への、根源的な問いかけなんだよ。

「おい、お前ら︕『正しい』ことや『役に⽴つ』ことばかり追いかけて、⼀番⼤事なことを忘れてないか︖ 霧が晴れて⼭が⾒える、あの驚
きと感動を、お前らはまだ覚えてるか︖」

そう、ハイデガーは俺たちに叫んでるんだ。俺たちが今いるこの世界こそ、プラトンの洞窟よりももっと巧妙で、もっと抜け出しにくい、新
しい「洞窟」なんじゃないかってな。

最終章︓じゃあ、俺たちはどうすればいいのか︖

さあ、講義も終わりだ。
今⽇はプラトンの洞窟から始まって、真理の意味が「覆い隠されていないこと」から「正しさ」に変わったっていう、⻄洋思想史の⼀⼤ミス
テリーを追ってきた。

ハイデガーが解き明かしたこの物語は、俺たちに何を教えてくれるのか。

⼀つは、「当たり前を疑え」ってことだ。
お前らが「常識」だとか「真実」だと思ってることは、本当にそうか︖
それは、誰かが作った洞窟の壁に映る「影」じゃないのか︖
それは、「善のイデア」みたいな、誰かが決めた「正しさ」の基準に、お前が合わせてるだけじゃないのか︖

テレビが⾔うから、みんながやってるから、専門家が⾔ってるから…そういう理由で何かを信じる前に、⼀歩⽴ち⽌まれ。⾃分の目で、⾃分



の頭で、太陽を⾒ようと試みること。それが哲学の第⼀歩であり、本当の意味で⾃由になるってことだ。

もう⼀つは、「役に⽴たないもの」の⼤切さを知るってことだ。
ハイデガーが求めた「アレーテイア」とか「存在の神秘」なんてのは、正直、明⽇のテストにも、就活にも、⼀円の役にも⽴たん。
でもな、⼈間が⼈間であるための、⼀番根っこの部分の栄養は、そういう「役に⽴たないもの」の中にこそあるんだ。

⼣焼けを⾒て「きれいだな」と思う気持ち。理由もなく涙が出る⾳楽。そういうものに触れたとき、俺たちは⼀瞬だけ、計算や効率の世界か
ら解放されて、「存在」そのものと向き合ってる。それこそが、新しい洞窟の中で、⼈間性を失わないための、唯⼀の武器かもしれん。

今⽇の話は、難しかったかもしれん。
でも、今⽇の講義の99%を忘れてもいい。たった⼀つ、これだけ覚えて帰ってくれ。

お前が⾒ているその「真実」は、本当に太陽の光に照らされたものか︖ それとも、洞窟の⽕に照らされた、誰かの影絵じゃないのか︖

その問いを、⼼の⽚隅に置いておいてほしい。
それが、お前らを⼀⽣⽀える「教養」ってヤツになるはずだ。

よし、じゃあ今⽇の講義はここまで︕
脳みそ疲れただろ︖しっかり⽢いもんでも⾷って、復習しとけよ︕
お疲れさん︕


